	キャンドルのつどい（CL）確認表　　（入所後の打合せ　有 ）

	団体名
	
	担当者
	

	
	
	携帯番号
	

	実施日
	
	月
	
	日
	(
	
	)
	
	:
	
	～
	:
	
	参加者数
	

	引率者数
	
	会場準備参加人数
	　　　　　　名（内、引率者　　　　名）

	活動場所
※活動場所を〇で囲んでください。
	　講堂　　　／　　　体育館　　　　／　　　剣道場　

	活動のねらい
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●物品について（☑を入れてください。）
	キャンドルセット、ローソク関係
	
	音響、懐中電灯

	キャンドルセット
（まことの火のランプ、火消し、
竹べら、金属のバケツ、ポリバケツ）
	必須
	
	ワイヤレスアンプ（マイクつき）
	□要　□不要

	
	
	
	体育館用ワイヤレスマイク（2本）
	□要　□不要

	
	
	
	講堂用ワイヤレスマイク（2本）
	□要　□不要

	中央燭台
大ローソクは９本まで設置できます。
	□要　　□不要
	
	CDデッキ
	□要　□不要

	
	
	
	懐中電灯
	　　　　　台

	大燭台（手持ち）
	個
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	小燭台（手持ち、置き）
	個
	

	大ローソク（大燭台用）
	□購入（　　）本
□持ち込み
	

	小ローソク（小燭台用）
	□購入（　　）本
□持ち込み
	


●研修指導員（有料）依頼の場合のみ記入してください。
※事前に研修指導員と打合せの上、記入してください。また、HP掲載の別紙「国立三瓶青少年交流の家キャン
ドルのつどい詳細要項」及び「キャンドルのつどい　準備と片付けの仕方について」を事前にご確認ください。
	※火の長の衣装はありません。
※購入物品の金額については、利用申込書一式（プログラム教材・指導申込書）をご確認ください。
※当日は会場準備開始時刻10分前に事務室にお越しください。貸し出し物品の確認と受け渡しをします。


◇役割

	火の子（各班１人）★チーフ１名
	班
	班長
	ファイヤーネーム（○○の火）
《例：友情、協力、勇気》
	班のスタンツの内容（5分以内）

	
	1班
	
	
	

	
	2班
	
	
	

	
	3班
	
	
	

	
	4班
	
	
	

	
	5班
	
	
	

	
	6班
	
	
	

	
	7班
	
	
	

	
	8班
	
	
	

	火の長：CLの総責任者
	
	火の使：火の運搬と点火
	

	火の司：全体の司会・進行（研修指導員）
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【担当職員】　　　　　　　　　　
【研修指導員】　　　　　　　　　　　　（打合せ時刻）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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【１】事務室での「まことの火」のランプと小ローソクの受けとり
　➀事前にご提出いただいた「確認表」に沿って、購入物品や貸出希望物品の数を確認
します。
➁事務室で「まことの火」のランプと購入分の小ローソクを受け取ります。
【２】事務室前教材庫にあるCLコーナーからの必要物品の持ち出し
①貸出用具（大燭台、大ローソク、小燭台）の数の確認と準備
  ※必要に応じて大ローソクの芯の周囲のロウを削る。
②火消し、竹べら、バケツの確認と準備
　【３】会場への物品の運搬と設営
　　①中央燭台を会場の中央へ運び、大ローソクをさす。
※体育館と剣道場はシートを敷いた上に中央燭台を乗せる。
　　➁水を張ったポリバケツと、空のバケツ金属のバケツを会場出口付近に置く。
　　③参加者用の小燭台に小ローソクを立て、会場の隅に置く。
　　④会場が明るい場合は、カーテンを閉める
※キャンドルのつどいの会場が体育館の場合、他団体が営火場でキャンプファイヤーを
するときは、必ず2階ギャラリーのカーテンを必ず閉めるようご配慮ください。



　　　
【来所前】
※研修指導員を依頼する場合は、概ね1週間前までに指導員との
打合せが必要です。

【実施当日】
※研修指導員を依頼された場合は、実施の約30分前に研修指導員との
　最終打合わせが必要です。
※交流の家職員による活動中の指導は行いません。
①ねらいの確認、ローソクの扱い方等の安全指導、コールの確認　等　

②移動及び活動（安全指導を徹底してください）

　　　　○火のついたローソクは傾けない

　　　　○吹いて消さない等ローソクの炎の消し方に注意する

③研修終了・片付け・施錠（剣道場のみ）・消灯・用具の返却
　　○台を元の位置に戻してください。
　　　　○床に落ちたロウは竹べらで削り取るとともに、掃除用具で掃除して
ください。


	緊急を要する
	
	判断できない
	
	緊急を要しない

	↓
	
	↓
	
	↓

	119番・110番へ通報
	→
	応急手当

	↓
	
	↓

	（無線機または携帯電話で）交流の家へ連絡


	　まことの火
　1978年（昭和53年）5月2日正午、五月晴れの三瓶山頂において、清純な乙女の手によって、輝く太陽から採火され、交流の家の講堂ホールにあるクリの古木の中に納められ、昨日、今日、明日と燃え続けています。

　愛情豊かで、知恵深い、勇気あふれる健やかな、まことの青年の姿を見守るシンボルファイヤーとして、その名も『まことの火』と命名されました。キャンドルのつどいやファイヤーストームの火の源として採火され、その火は若者たちの心のともしびとして永遠に燃え続けていることでしょう。

※1982年（昭和57年）に開催された第37回国民体育大会島根県大会「くにびき大会」の炬火（キョカ）に分火し炬火リレーに参加しました。










※研修指導員に依頼する場合は、事前に研修指導員と打合せをした上で記載してください。





※団体担当者はここまで記入してください。





会場準備の流れ（目安20分）





☆当日お渡しする資料「キャンドルのつどい　準備と片付けの仕方について」をご参照ください（交流の家HPの活動プログラムページからもダウンロード可能です）。





「まことの火」のランプ





活動の流れ





中央燭台





火消し





小燭台と小ローソク





大燭台と大ローソク





事故発生の場合





【交流の家事務室】


＜9:30～17:00＞.


TEL（0854）86-0319


＜17:00～9:30＞


TEL（0854）86-0310


＜夜間緊急時＞


　※当日お伝えする警備員の携帯電に連絡してください。





まことの火








